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一　般　選　抜
　学力検査（国語）、小論文等を主な資料とし、調査書、口頭試問や面接などによって、入学志願者の
能力・意欲・適性等を評価・判定します。

１　募集人員

　　４名　※P13の共通事項をご確認ください。

２　出願要件

　本学の一般選抜に志願できる者は、下記（1）から（3）のいずれかに該当し、かつ（4）に該当する者とし
ます。
　（1）高等学校または中等教育学校を卒業した者、または令和７年３月卒業見込みの者。
　（2）特別支援学校の高等部または高等専門学校の３年次を卒業、修了した者、または令和７年３月

に卒業、修了見込みの者。
　（3）高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者（学校教育法施行規則第150条の

規定による）。
ア　外国において学校教育における12年の課程を修了した者および令和７年３月31日までに修

了見込みの者、またはこれに準ずる者で文部科学大臣が指定した者。
イ　文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程を修了した者および令和７年３月31日までに修了見込みの者。
ウ　専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であること。その他の文部科学大臣が定める 

基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日 
以後に修了した者および令和７年３月31日までに修了見込みの者。

エ　文部科学大臣が指定した者（昭和23年５月31日文部省告示第47号）。
オ　高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第１号）による高等学校卒業程度

認定試験に合格した者（旧大学入学資格検定に合格した者を含む）および令和７年３月31日
までに合格見込みの者で、令和７年３月31日までに18歳に達する者。

　（4）本学のアドミッション・ポリシーを深く理解する者。

３　出願手続

　（1）出願書類
入 学 願 書 本学所定の用紙に自筆し、写真（縦 4.0cm×横 3.0cm）を貼付してください。

調 査 書

高等学校または中等教育学校を卒業した者については、当該学校所定の用紙を使
用し、当該学校で作成したもの（開封無効）。なお、卒業後の調査書が得られない
場合には、卒業証明書または成績証明書を提出してください。出願要件（3）の高等
学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者については、高等学校
卒業程度認定試験合格証明書と成績証明書（旧規程による「大学入学資格検定試
験」に合格した者も同様）、またはこれらに準ずる証明書を提出してください。

健康診断書

令和 7 年 3 月卒業見込みの者は不要（ただし、本学が必要と認めたときには、
提出をお願いする場合があります。）。既に高等学校や中等教育学校等を卒業して
いる者および出願要件（3）の該当者は、視力、聴力、結核およびその他の疾病・
異常等について、医師が３か月以内に作成した診断書を提出してください。
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　（2）入学検定料
　　　　30,000円

　（3）出願期間
　　　 第一期一般選抜 　令和７年１月６日（月）～令和７年１月24日（金）　12時　必着
　　　 第二期一般選抜 　令和７年３月３日（月）～令和７年３月10日（月）　12時　必着
　（4）出願方法　　
　　　　下記①、②のいずれかの方法で、入学検定料を添えて出願書類を提出してください。
　　　　　①直接提出　本学事務室に提出してください。入学検定料は現金も可とします。
　　　　　　　　　　　願書受付は、土曜・日曜、国民の休日を除き、9：00～17：00までとします。
　　　　　②郵　　送　 定型の返信用封筒（志願者の郵便番号、住所、氏名を記入し、所定の郵便 

料金の切手を貼付してください。）も同封し、本学入試係宛に郵送してくだ 
さい。入学検定料は郵便局で普通為替にし、為替証書を提出してください。
為替証書の指定受取人等の欄には一切記入しないでください。

４　選抜方法の配点基準

 第一期一般選抜

調査書・成績証明書等 口頭試問 国語 面接 合計
25 30 30 15 100

 第二期一般選抜
調査書・成績証明書等 小論文 面接 合計

25 60 15 100

５　試験期日

 第一期一般選抜 　令和７年２月１日（土）　９時30分開始
 第二期一般選抜 　令和７年３月17日（月）　９時30分開始

６　合格発表

 第一期一般選抜 　令和７年２月６日（木）　14時
　　　　　　　　　  合格発表は、本学正面玄関前への掲示および本学ホームページへの掲載で行いま

す。
 第二期一般選抜 　令和７年３月19日（水）　14時
　　　　　　　　　  合格発表は、本学正面玄関前への掲示および本学ホームページへの掲載で行いま

す。




